
（２）事業内容
	１．事業計画名（注）事業目的を意識して３０字程度で記載してください。
　(⑪)を簡潔に要約


	２．事業計画の概要
（注１）１００字程度で簡潔に記載してください。なお、本項目は採択となった場合に公表することがあります。

（注２）貴社の現状、対象事業の技術的課題、課題の解決方法、２２分野のどの技術を活用し、競争力を強化を実現し、ロボット、自動車などの市場に寄与するのかを明確に記載してください。詳細は４.事業の具体的な内容で記載してください
本事業は(⑪)であり、技術的課題は(⑰-1)である。
そこで(22分野のうちの**)の高度化により、(⑱-1)を**することで、**を実現させ、(⑭)業界に寄与する。


	３．試作開発、設備投資の別（注）該当する項目いずれか１つに☑を付してください。
　
　□試作開発＋設備投資　　□ 試作開発のみ　　□ 設備投資のみ

（注）事業目的に応じて試作開発、設備投資等を区分してください。なお、区分が設備投資のみの場合、機械装置費、技術導入費、運搬費または専門家謝金・旅費しか補助対象経費となりません。

	４．事業の具体的な内容


３

	年目
	４年目
	５年目

						

	（注）「経過年数」とは本事業による補助事業終了後の経過年数を示します。
その２：主な工程ごとのスケジュール
（注）具体的な取組内容における各工程に沿って、どのようなスケジュールで進めていくのかを記載してください。　
　　交付決定日よりも前に発注、購入、契約等を実施したものは補助対象となりませんのでご注意ください。

(⑲)から必要な部分を転記
取組内容
実施者(自社+他社)
実施時期（　　ヵ月を想定）
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
　　補助事業実施期間　　　　　　交付決定日より　　　ヵ月間を予定
その３：試作品の開発や設備投資の具体的な取組内容
（注）試作品の開発を行う目的・手段について、課題を解決するための工程ごとに見出しをつけつつ、不可欠な開発内容、材料や機械装置等を明確にしながら具体的な目標及びその具体的な達成手段を記載してください。（必要に応じて図表や写真等を用い具体的かつ詳細に記載してください。）[実施のための体制・技術的能力の現状]・[試作開発等における技術的課題と解決方法]・[具体的な取組内容]の順に記載してください。公募要領の１０頁の審査項目に注意してください。枚数の制限はありません。
【実施のための体制・技術的能力の現状】
当社の本事業における体制を下記に記す。技術面では、**の経験**年の…　(技術的課題の解決能力を示す)








(⑮)社外の連携体制を下図に記す。(メーカー、提携先、公設試験所など関係する外部機関を図で表す。)

【試作技術開発における技術的課題と解決方法】(試作開発でない場合は、【技術敵課題と解決方法】
課題の概要を示す。

技術的課題　(⑰-1)
解決方法　(⑱-1)
(明確に記述、できるだけ達成度を数値化)
(明確、かつ妥当で優位性が見込まれること)
(このように表にした方が分かりやすいのでお勧めです。)
【具体的な取組内容】
(⑲)から、期間と内容、必要な資源をわかりやすく記載。
・内容は業界用語を避け、特に技術的な内容はわかりやすく、論理的に記載する。
・取組内容は、その2　表の内容と一致させる

・外部との連携は、必ず記述する

・購入する備品、設備などを必ず記述

・数値化された達成度も記述


	５．事業分野の類型（注）概ね合致する類型のいずれか１つに☑を付してください。
□　ロボット　　□　情報家電　　□　自動車　 　□　医療・バイオ　 　□　産業機械
□　環境・エネルギー　　□　航空宇宙　　□　半導体　　□　構造物　　□　光学機器　　□　鉄　鋼
□　衣料生活資材　　□　印刷情報記録　　□　食料品　　□　化学工業　　□　その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

	６．競争力強化の形態との関連性（注）概ね合致する類型のいずれか１つに☑を付してください。
□　小口化・短納期化　　□　ワンストップ化　　□　サービス化　　□　ニッチ分野特化　　□　 生産プロセス強化

	７．２２分野技術との関連性 （注）関連する技術分野に☑を付してください。
□　組込みソフトウェア　□　金 型 　□　冷凍空調 　□　電子部品・デバイスの実装 □　プラスチック成形加工 　□　粉末冶金　　□　溶射・蒸着　　□　鍛　造 　□　動力伝達 　□　部材の締結 　□　鋳　造 　
□　金属プレス加工 　□　位置決め 　□　切削加工　　□　繊維加工 　□　高機能化学合成 　□　熱処理　
□　溶　接　　□　塗　装　　□　めっき 　　□　発　酵　　□　真　空



注意　


平成26年度の申請書は書式・内容が変わります。必ず平成26年度の申請書と公募要領を確認してください。





22分野のどの技術か必ず入れる


設備投資であっても技術の向上、生産性の向上など企業価値の向上を訴求する





文例サンプルです。


要領の中の赤字の部分はできる限り同じ言葉を使用して、必ず記述してください。


審査員はその業界の事を知らないので、業界用語は使用しないでください。


文章だけでなく、図や写真も入れて、わかりやすくしてください。





総括：■■■■　（代表取締役）





責任者：■■■■　（工場長　■■■■歴３０年）





試作：■■■■　（■■■■グループ　主任　■■■■歴３０年）


■■■■　（■■■■グループ　■■■■歴３０年）








分析・評価：■■■■　（■■■■課　主任　■■■■歴３０年）


■■■■　（■■■■課　■■■■歴３０年）





量産準備：■■■■　（■■■■グループ　主任　■■■■歴３０年）





■■■■(株)


試作、分析・評価、量産準備





■■■■（株）


■■■■製作・販売





■■■■工業試験所


分析・指導





■■■■（株）


試作品評価





申請書は、書き上げた後第三者に読んでもらい、意図が適切に読み手に伝わるか、確認することが肝要です。


不明な点がありましたら、とよたイノベーションセンターまでお問い合せください。(tel 0565-36-5975   ticinfo@toyota-innov.aichi.jp)









